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Basket　Bal1の8hotについて
（中学、高校生の試合を遣して）
診
体育教窒　　山 根 成 之
1　緒 言
　Basket　Ba11のゲーム場面では落ちついて、自分の思うまSshot出来得るのは自由投のみであ
って、他の多くの場合は激しい動きの中で一瞬の間をとらえてなされなければならない。shotに至
るまでの経過は垣燧多岐であり筒単ではない。ところが多くの指導者は応々にして経験的感のみで
片付けてしまう場合が多い。た父Shotが成功したか否かを問題にし成功すれば良し、不成功なら
ば悪しといった具合である。
　Shotの型、　shotに至るまでの過程、　Shotされる場所等は千差万別であることは言をまたない。
このsh吐が中学生、高佼生にそれぞれどのよう1こ用いられているか、どのように発展するもので
あるかを指導者は知る必要があろう。た父中学生のShotは高校生の用いるshotよりも成功率が
低いとのみで片付けられない問題を含んでいよう。
　今回は中学生と高校生の試合に於て、それぞれどのようなshotがなされるか、その場所は、等
の記録をもとに、それに基づいて横断的ではあるが彼等のshot傾向をさぐり今後歩むべき望まし
い姿を鍵にうとするものである。
丑　方 法
　中学・高校とも県選手権（40年6月）トーナメント形会試合に於て、ベスト8に残ったチームを
選び両者とも7試合の記録をとった。maD　to　man　Defenceを攻撃する場合と、　Zone　Defenceを
攻撃する場合とではshot条件が違う関係上現われてくる結果に差が生じることは予想され得るこ
とであるのでこsでは上記チームのうちZone　Defenceを攻撃したチームの記録のみにと父めた。
従って中学7試合の記録、高校は4試合4チームの記録を集計したものである。
1．shotの型はJulnp　shot　i型（」型）、Rαming　shot型（R型）、set　shot　i型（S型）に分
　類し、それぞれを更に次の如く細分した。
　J型
　PJ……passを受けてからのJump　shot
　DJ……Dribbleに続くJump　sh。t
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　PIJ……Pivotした後のJump　shot
　T　　……　Tap　shot
　R型
　PR……Passを受けてからのrunning　shot
　DR……Dribbleに続く　Running　shot
　H　……Hook　shot
　Pis……Pivotに二続く　step　shot
　S型
　○　　…　一・　One　hand　shot
　B　　・・…・Both　hand　shot
　但しT・H・pisは中高いつれのチームにもみられなかった。
2．Shot　Positionについてはコートを次の4区分とした
　初　Post　Zone……5秒ルールが適用される部分
　くロ）Right　Zone……ゴールに向って右側でFree　throw　line右端と同側のcenter　poi就を
　　　結ぶ線で区画される部分
　内　Left　Zone……（ロ）と対称をなす部分
　⇔　Fro就Zone……（イ）（ロ）内を除く他の部分
　以上の如くである。
　　　　　　　　　　　　　　　皿　結　果　と　考　察
＜A＞Shot　Form
高校の野投成功総数はイ4］本でその70．2％がJ型、28．0％がR型、t4％がS型である。中学では野
投成功総数167本で」型6日．5％、R型54．％、　S型5．4％で多用されている順は高校と同じ順でJ・
R・Sである。た父R型の割合が高校より多目の傾向を示している。
　（a）　」型の分析　〈図1＞
J型shotでも前述の如くshotに至るまでの経路ぽさまざまで、その内訳はく表1＞の通りである。
　高校ではほ黛半数の46．5％がPJであるのに申学ではDJが4仁6％に達している。即ち中学では
Dribb玉eを用いてのJump　shotが多い。
　PiJが中学にはみられないが高校にはわずかではあるがみられる。これはPiJがより高度な技術
を必要とする所以である。
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　　　　　　　　　　　　　　表］　Formの分類　　　　　　　表2　R型の分類
　（b）　R型の分折く図］＞
R型の内訳けはく表2＞の如くである。
中学でDRが90％以上を占めるのに高校では、やs低目の75％である。中学でDribb］eに続くshotが
多用されているのは」型のところでも同様の傾向を示していた。
　（c）　S型の分析
S型成功数は高校2本、中学9本と実数が少く、このデーターのみで色々のことを判断するのは困
難であり、危険である。
　＜B＞Shot　FormとPosition〈図2＞
野投全般に亘ってみると中学、高校ともpost　ZoneでのShotが全体の70％近くを占め最も多く、
Right　Zone、　Left　Zoneは略同割合の］2％内外、最も少いのがFront　Zoneとなっている。
　〈a）　Post　Zone　＜表3＞
Post　Zoneで用いられているのは高校はR・S型であるのに、中学ではS型が少しみられる。　Post
ZoneでのS型は不思議に思われるが、これはRebou刀d　Banをその地域で獲得しJump　shotまで
もっていくことが不可能な為にそのまsの姿勢でshotしてしまったもの、所謂技術が未熟な為に
生じたものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　表ろ　％を示す
　（b）　Right　Zone
中学ではS型が少しみられるが両者ともほとんど」型にたよっている。
　（c）　王eft　Zone
Right　Zoneと同傾向がみられる。
　（d）　Front　Zone
R型はみられず中・高両者とも」・S型であるが、中学は高校と逆にS型の占める割合が大きく」
型は少い。高校のJump　Shotの割合が多いということは高校のJump　shot力が中学に比べて優
れているということである。従ってLong　distance』からのJump　shotが十分に可能であることを
示している。
＜C＞Shot成功率
　全体的な成功率はく表4＞に示される通りである。野投と自由投を比較した場合、高校も中学も
自由投成功率は野投成功率をやS上廻る結果に終っている。自由投一本の成否が試合の勝負を運命
ずける場面は珍らしいことではない。この点で自由投の重大さを思う時両者とも、もっと自由投の
成功率が良くなるべきである。
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表5　％を示す
各shotの成功率はく表5＞に示す通りである。」・R・S型いつれも高校が中学校を凌ぎ高校の
shotのより正確さを物語っている。
R型は両者とも高率を示し他の型よりも有利であることを示している。中学のJ型は高校の」型に
比べ一段と低率であり注目に値する。
以上J・R・S型の全唆に亘ってみたのであるが、各shotをもう少し具体的に眺めると次の如く
である。
（a）　J型成功率の分析く図ろ＞
」型のうちでも最も成功率の高いのは中・高ともFであり如何Fが重要であるかを示している。
〔（参）東京オリンピックに於けるBasket　Ba11の試合でRebou蔦d　Ba］］の分析を試みた、鯛谷
．氏の報告によるとミRebound　Ban獲得数は勝ちチームがOffe1〕ce　Rebound、　Depence　Reb◎und
ともに負チームを上廻っているミとなされている〕高校ではPiJを除く他は40％以上の成功率を
示すのに中学では40％を上るのはFのみで他は極めて低率である。このことより中学に於けるPJ・
DJは多分に上達すべき余裕が残されているとみるべきである。
　中学に於けるPJはDJよりも高率であり、1）ribbleを用いる傾向の強い彼等にとっては一考を
要する問題である。
　〈b）　R型成功率の分祈く図4＞
両者ともDribbleを用いてshot
に結びつけるよりもPaSSを用い
てのShotの方が成功率は高い。
このことはJ型の分祈で中学にみ
られたことと同じで、Dribbleの
不利を物語っている。
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＜D＞Positonと成功率
Position別にshot成功率を求めるとく表6＞の如くで高佼のPJ、中学のDJを除いて全体的に
Pos靴Zoneの成功率が高い。中でもR型は一段と高い率を表わしている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV　ま　ど　め
　以上中学のshotと高校のShOtを同一次元でみたのであるが、実際に中学のS］ユotと高校のshotそ
のものを比べた場合、高校は中学よりも侵れているということが出来る。例えばJump　shotを考
える場合、加mpS畑t本来の姿を思いめぐらせば、より高いところにボールの発点がくることが
望ましいし、タイミングの面からいってもDefenceの身体反応時間を利用することからより速い
タイミング、或はDefenceの虚をつくタイミングが望ましい。これらはPowerとかAgi］ity、
Speedが必要であり身体的発達の優れている高校の方が良いshotが可能であるということが出来
る。
　しかし今回は前述の記録にみられる面のみで身体能力等の穫1からの分冗に至っていない。叉Fiτst
敷eakからの面からも眺めていないが主な点をまとめると
②　中学のPJ・PJは高校のそれに比べて成功率著しく伝く上達可能注を多分に含んでいる。
②　」型。R型を全体的にみるとDribb］e　lこll・：くS］10tよりもPassを受けてのs畑tの方が成功
　率はξ5い。
◎・Post　ZODeでの得点は占める割合が大きく且つ成功率が高い。
④　R型は成功率が一段と高く、Post　Zo1〕eでは有利である。又Fも有利である。
⑤　中学はDribb］eを用いる傾向が強いがPassを受けてからの：Shotの方が賢亀の策といえる。
⑥　高校ではJump　Shot力がある為、可成り遠くからでも用いられている
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